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1つて詠断プ駆動源因するものと考えられる・

　　ネピソドルの蓮動は偏心による蓮動のほかにpやまに

　よるふれ回り蓮動を常たと園なう．じやまの原因にはば

ねジテrプ1軸受隙聞の問題などが考蒐られる．これら

㌔の關係は微妙で老れをわずか攣更してもふれまやり蓮動

．，－r一は大きv〈影響ずるその恥にタる圃碗購度は

　2個あるか脇常用回韓撒は爾者をり中間か牽きうれば繭

∵渚を超した所にもって行きたい．しかしこの場合には一

鳶
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く」

　　　　　　　・永井芳男・田邊蚕士・今戸昭二

　　酵身ル’r7eリンは天然色額のD・V・1・P・・パラ

　　ミン製造の必須原料その他と：レて重翠であるが，．現在

t：’

@’ P場ではもつばらア・＝リン・鰍アニリンの齢せを

．，・ ｩ酸tit　”’トクレーヴ中に反慮させてモノXチル・ア昌

　　iJ’ンと共にジエチル・？・　＝リンを得ているが，反慮途

　　嬢生する魎酸ガスのためオート〃ヒρヴは耐醐料

　　である必要があ・り，なかなか新設にばコストがかがる．　一．

ワ　・わたし共はこの黙を考慮し，アニリン・エタノ陶ルの

　　・組合せに沃素・砺酸・燐による鯛媒（目本特許177283）㍗

　　を用い，オートクレーヴ器材の腐蝕を極力さけること

∫によ・b常用鋳鐵のもので充分間に合うことを知つ表・
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　　無機踊類結晶の愛形．＿＿．．．．t’＿＿．……岡宗次郎

　。ジャイロスコV・一’プの力學的研究．，＿＿；＿．．末岡　清市

　　：・・，ツキの庫さ齪洗．＿…．＿・．縞鱗鍛．
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　　　’　　　　　　∫‘－　tt〆、　生・謹研穽

　　　般にじやまによる蓮動があらわれ高回輔につれてこの影

　　　響ま大きくなるから，’これを除去するように設計上注意

　　　すべきである．それにはばねをなくすか，、ばねを使うの

　　　であれば，ばね常歎め吟昧とばねが各方向に一様に作用

　　　するようにする．イソナ戸チュPブの設計を適當にし「9

　　　これをブレードの吸振器をして役立せるのも一方洗であ’

　　　る．テ・・一プ晦動はじやまの原因となりやすいので，牙一．

　　　プによるじやまから回韓軸を遊離できるような講造を考

　　　級加できれ離の繭灘拳る叱であラ・鰻
　　　隙間は現在のは大きすぎるから殺計上十分強討す多必翼

　　　がある・“また嘗働的なふれ回り蓮動のおこらぬぢうに軸

　　　脚離・給油法ヅ匪ゆ融などを考焔必要が
　　　ある・なおこれらのほかに危瞼速度き通過する場合ρ安

　　　定裟置を考えておかなければ，多くの場合危瞼であると

　　　同時に危瞼速度を越えて回轄を上げることができない・’

　　　一界ピソーFルは複雑な蓮動を行う回輔軸であるが偏心燈よ

　　　る國纏論的妹めること趣きる診・ら・凄はじや痴

　　　によ’る蓮動の獲生をなくすることである．（26・10・1受）
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　　　　今，ア昌リンー1235部；土タノール2471部を沃案

　　　10部，並棚酸2部，赤燐1部と共に265℃に10時間，

　　，オβトクレーヴ藤反慮さ獣後，反離成物はまず
　　　盤化ペンゾイル法によy，ジiチル・アニリシを，H酸

　　　ジアゾ化灘よリアi・　9ンを趨した衡精密爾厭：

　　　附して各成分を軍離し？ti．ジエチル・ナニyン1518部・

　　　劃理論76．8％である．之の際，孝ノエヂル・アニリ
　　　ンはほとんどなく，ア＝リンが未反慮として残鯨の大’

　　　部分をしめている・ア子リンとrタノーノ・の混合髄に

　　　『鯛媒として沃素だけ／it・Mv・硬験では封理論5636％

　　　である・牧磁の向上に關してはさらに研究申であ礫

　　　親的である．　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　（これは昭26文部省科學試験研究費による研究の一部であるo）　　　　，
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　　　その他灘臓究情報實験ノート・研究速報等
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